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令
和
3
年
第
２
回
板
倉
町
議

会
臨
時
会
が
５
月
７
日
㈮
に
開

会
し
、
５
月
26
日
㈬
、
６
月
２

日
㈬
、
６
月
11
日
㈮
ま
で
４
回

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
選
挙
は
６
月
11
日
に
行

わ
れ
、
今
村
好
市
氏
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
副
議
長
選
挙
は
５

月
26
日
に
行
わ
れ
、
市
川
初
江

氏
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
11
日
に
は
各
常

任
委
員
の
選
任
及
び
委
員
長
・

副
委
員
長
の
選
任
、
一
部
事
務

組
合
議
会
議
員
の
選
挙
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

●
板
倉
町
議
会
議
長
の
選
挙

　

６
月
11
日
、
延
山
宗
一
議
長

の
辞
職
願
が
許
可
さ
れ
、
選
挙

を
行
い
ま
し
た
。
投
票
の
結
果
、

今
村
好
市
氏
が
議
長
に
当
選
し

ま
し
た
。

●
板
倉
町
議
会
副
議
長
の
選
挙

　

５
月
26
日
、
市
川
初
江
副
議

長
の
辞
職
願
が
許
可
さ
れ
、
選

挙
を
行
い
ま
し
た
。
投
票
の
結

果
、
市
川
初
江
氏
が
副
議
長
に

再
選
し
ま
し
た
。

●
各
常
任
委
員
の
選
任

　

板
倉
町
議
会
委
員
会
条
例
に

規
定
す
る
各
常
任
委
員
会
の
委

員
に
つ
い
て
は
、
議
長
が
会
議

に
諮
っ
て
指
名
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
議
員
の
申
し

合
わ
せ
に
よ
り
、
各
議
員
の
希

望
を
聴
取
し
、
選
考
委
員
に

よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
議
員
を
議

長
が
指
名
し
ま
し
た
。

①
総
務
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

②
産
業
建
設
生
活
常
任
委
員
会

③
予
算
決
算
常
任
委
員
会

●
議
会
運
営
委
員
の
選
任

　

議
会
運
営
委
員
に
つ
い
て
は
、

議
長
が
会
議
に
諮
っ
て
指
名
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
議

員
の
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
、
各

常
任
委
員
長
３
名
及
び
各
常
任

委
員
会
よ
り
各
１
名
の
３
名
、

計
６
名
を
議
長
が
指
名
し
ま
し

た
。

●
各
委
員
会
委
員
長
及
び
副
委

員
長
の
選
任

　

各
委
員
会
の
委
員
長
及
び
副

委
員
長
に
つ
い
て
は
、
板
倉
町

議
会
委
員
会
条
例
の
規
定
に
よ

り
、
各
委
員
会
で
互
選
に
よ
り

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

●
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
の

選
挙

　

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
に

つ
い
て
は
、
議
会
運
営
委
員
会

で
選
任
し
、
議
長
の
指
名
推
薦

に
よ
り
、
各
組
合
議
会
議
員
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

①
邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合

②
館
林
衛
生
施
設
組
合

③
館
林
地
区
消
防
組
合

④
群
馬
東
部
水
道
企
業
団

議長・副議長が

選出されました

議
長
に

今

村

好

市 

氏

副
議
長
に

市

川

初

江 

氏

　

６
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
臨

時
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
長

に
選
任
さ
れ
、
そ
の
職
責
の
重

大
さ
を
痛
感
し
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。

　

昨
年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
社
会
、

経
済
活
動
、
日
常
生
活
が
大
き

な
制
約
を
受
け
て
い
ま
す
。
当

然
、
行
財
政
運
営
、
議
会
活
動

も
影
響
を
受
け
な
が
ら
進
め
て

い
る
現
状
で
す
。
一
日
も
早
い

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
が
推
進
し
収
束
で
き
る
よ

う
願
い
、
対
策
強
化
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
改
め
て
地
方
議
会
の

果
た
す
べ
き
機
能
と
役
割
「
町

の
重
要
施
策
の
決
定
・
政
策
立

案
・
行
政
運
営
の
監
視
機
能
」

を
再
認
識
し
議
会
運
営
の
活
性

化
に
向
け
、
自
立
し
た
議
会
活

動
の
推
進
を
図
り
、
住
民
自
治

を
よ
り
一
層
高
め
る
努
力
を
し

て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

町
民
の
皆
様
方
の
ご
指
導
、

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
就

任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

議長・副議長就任あいさつ

議　長　今　村　好　市

議会の果たすべき

　　　機能と役割を！

副議長　市　川　初　江

優しい思いやりの心で

町民のお手本になれる

議会に

議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た

議
会
構
成
人
事
案
件

議　　会　　構　　成

議　長　今　村　好　市

副議長　市　川　初　江

●
邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合

　

議
会
議
員

 

小　

林　

武　

雄

 

小
野
田　

富　

康

●
館
林
衛
生
施
設
組
合

　

議
会
議
員

 

青　

木　

秀　

夫

 

本　

間　
　
　

清

●
館
林
地
区
消
防
組
合

　

議
会
議
員

 

黒　

野　

一　

郎

 

針
ケ
谷　

稔　

也

●
群
馬
東
部
水
道
企
業
団

　

議
会
議
員

 

今　

村　

好　

市

一
部
事
務
組
合

議
会
議
員

　

こ
の
度
の
臨
時
議
会
に
お
き

ま
し
て
、
副
議
長
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
職
務
を
全
う
す

る
よ
う
努
力
精
進
し
て
参
る
所

存
で
す
。
議
員
は
町
民
の
代
弁

者
で
あ
る
と
共
に
、
執
行
部
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
し
っ
か
り
果

た
す
大
切
な
お
役
目
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
世
界
中
が

コ
ロ
ナ
の
渦
の
中
に
あ
る
今
日
、

町
民
の
命
を
守
る
為
、
コ
ロ
ナ

感
染
防
止
対
策
を
し
っ
か
り

行
っ
て
い
ま
す
が
、
経
済
不
況
、

国
民
は
不
自
由
な
生
活
の
中
に

あ
り
ま
す
。
人
間
に
は
「
困
っ

て
い
る
人
を
助
け
た
い
」
と
思

う
慈
悲
の
心
も
あ
れ
ば
「
人
を

押
し
の
け
て
も
幸
せ
に
な
ろ
う
」

と
思
う
自
己
本
位
の
心
も
あ
り

ま
す
。「
法
は
人
に
よ
っ
て
尊

し
」
と
い
わ
れ
ま
す
。「
法
」
は

そ
れ
を
信
じ
る
人
の
行
い
に
あ

ら
わ
れ
て
真
価
が
発
揮
さ
れ
る

の
で
す
。「
ま
ず
人
さ
ま
」
と
い

う
心
を
大
き
く
育
み
、
人
さ
ま

の
た
め
に
な
る
喜
び
を
味
わ
い

つ
つ
議
会
人
と
し
て
周
り
の
人

の
お
手
本
と
な
れ
る
よ
う
努
力

精
進
し
て
歩
み
続
け
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
就
任
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

予算決算常任委員会

委  員  長　　亀井　伝吉

副委員長　　本間　　清

委　　員　　全　議　員

産業建設生活常任委員会

委  員  長　　小林　武雄

副委員長　　小野田富康

委　　員　　市川　初江

委　　員　　延山　宗一

委　　員　　荒井　英世

委　　員　　本間　　清

総務文教福祉常任委員会

委  員  長　　針ケ谷稔也

副委員長　　亀井　伝吉

委　　員　　青木　秀夫

委　　員　　黒野　一郎

委　　員　　森田　義昭

委　　員　　今村　好市

議会運営委員会

委  員  長　　荒井　英世

副委員長　　森田　義昭

委　　員　　黒野　一郎

委　　員　　亀井　伝吉

委　　員　　小林　武雄

委　　員　　針ケ谷稔也

議会構成 第２回臨時議会
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報　
　
　
　
　

告

◆
令
和
２
年
度
板
倉
町
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
の
報
告

に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
第
２
１
３
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
繰
越
明
許

費
繰
越
を
し
ま
し
た
の
で
、
同

法
施
行
令
第
１
４
６
条
第
２

項
の
規
定
に
よ
り
報
告
す
る

も
の
で
す
。
繰
越
し
た
事
業

は
、
避
難
所
感
染
予
防
対
策
事

業
以
下
６
事
業
で
あ
り
、
翌
年

度
へ
の
繰
越
額
の
総
額
は
６
，

９
１
２
万
２
千
円
で
す
。
こ
の

財
源
内
訳
は
、
国
庫
支
出
金
５
，

１
４
４
万
６
千
円
、
一
般
財
源

１
，
７
６
７
万
６
千
円
で
す
。

◆
令
和
２
年
度
板
倉
町
土
地
開

発
公
社
決
算
及
び
事
業
報
告

に
つ
い
て

　

板
倉
町
が
出
資
し
て
い
る
板

倉
町
土
地
開
発
公
社
の
決
算
及

び
事
業
報
告
に
つ
い
て
、
地
方

自
治
法
第
２
４
３
条
の
３
第
２

項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
に
報

告
す
る
も
の
で
す
。
令
和
２
年

度
の
主
な
事
業
は
、
板
倉
ゴ
ル

フ
場
に
係
る
地
権
者
の
連
絡
調

整
及
び
代
替
地
の
水
利
費
補
償

等
の
業
務
で
す
。
決
算
は
、
収

入
５
万
２
，
６
９
７
円
に
対
し

て
、
支
出
８
万
１
，
０
２
７
円

で
あ
り
、
２
万
８
，
３
３
０
円

の
損
失
で
し
た
。
な
お
、
町
の

監
査
委
員
か
ら
、
適
正
に
処
理

さ
れ
て
い
る
旨
の
報
告
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

◆
令
和
３
年
度
板
倉
町
土
地
開

発
公
社
予
算
及
び
事
業
計
画

に
つ
い
て

　

板
倉
町
が
出
資
し
て
い
る
板

倉
町
土
地
開
発
公
社
の
予
算
及

び
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
地
方

自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
議
会

に
報
告
す
る
も
の
で
す
。
令
和

３
年
度
の
主
な
事
業
計
画
は
、

板
倉
ゴ
ル
フ
場
に
係
る
地
権
者

の
用
地
調
整
業
務
で
す
。
予
算

の
概
要
は
、
用
地
調
整
業
務
の

費
用
及
び
法
人
税
等
の
経
費
と

し
て
、
25
万
４
千
円
の
支
出
に

対
し
て
、
群
馬
県
企
業
局
か
ら

の
用
地
調
整
業
務
に
関
す
る
収

入
及
び
預
金
利
息
の
収
入
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

議

決

議

案

◆
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

一
級
河
川
板
倉
川
の
河
道
改

修
工
事
の
完
了
や
板
倉
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
産
業
用
地
の
造
成
に
よ

る
板
倉
川
沿
い
の
道
路
が
整
備

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
一
般
県
道

板
倉
籾
谷
館
林
線
の
旧
道
で

あ
っ
た
板
倉
川
管
理
道
路
に
つ

い
て
、
町
道
路
線
の
認
定
を
行

う
も
の
で
す
。
認
定
す
る
路
線

は
、
町
道
３
５
３
０
号
線
・
延

　令和３年第２回定例会が、６月22日㈫から６

月23日㈬までの２日間の日程で開催されました。

今回の定例会では、報告３件、町道路線の認定議

案１件、財産の取得に関する議案１件、発議２件

の報告を除く合計４議案が審議されました。

議
員
発
議
に
よ
る
条
例
の
制
定
議
案
な
ど
４
議
案
を
審
議

議
員
発
議
に
よ
り
『
板
倉
町
感
染
症
患
者
等
の
人
権
の

擁
護
に
関
す
る
条
例
』
を
制
定

一
般
質
問
に
３
人
の
議
員
が
登
壇

長
８
５
０
ｍ
、
町
道
３
５
３
１

号
線
・
延
長
４
９
５
ｍ
、
町
道

３
５
３
２
号
線
・
延
長
60
ｍ
、

町
道
３
５
３
３
号
線
・
延
長
30

ｍ
、
町
道
３
５
３
４
号
線
・
延

長
４
６
０
ｍ
、
幅
員
は
す
べ
て

３
．
０
ｍ
で
す
。

◆
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
令

和
３
年
度
板
倉
町
避
難
所
感

染
予
防
対
策
事
業
（
防
災
倉

庫
購
入
）
）

　

避
難
所
感
染
予
防
対
策
事
業

に
よ
り
、
防
災
倉
庫
を
取
得
す

る
に
あ
た
り
、
地
方
自
治
法
第

96
条
第
１
項
第
８
号
の
規
定
に

基
づ
き
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
で
す
。
本
取
得
財
産
の

品
名
・
数
量
及
び
契
約
の
相

手
方
に
つ
い
て
は
、
取
得
財

産
の
品
名
、
ア
ル
ミ
製
防
災

倉
庫
、
数
量
６
棟
で
、
う
ち

新
規
購
入
が
５
棟
、
移
設
が

１
棟
で
す
。
契
約
金
額
、
１
，

１
２
４
万
２
千
円
、
う
ち
消
費

税
は
、
１
０
２
万
２
千
円
、
契

約
の
相
手
方
は
前
橋
市
の
星
野

総
合
商
事
株
式
会
社
で
す
。
ま

た
、
設
置
す
る
場
所
は
、
東
小

学
校
の
校
庭
東
側
に
整
備
す
る

計
画
で
す
。

議

員

発

議

◆
板
倉
町
感
染
症
患
者
等
の
人

権
の
擁
護
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
対
し
て
国
は
、
緊
急
事
態

宣
言
や
蔓
延
防
止
法
な
ど
の
対

策
に
よ
り
感
染
抑
制
に
努
め
て

い
ま
す
が
、
１
年
半
と
い
う
時

間
が
経
過
し
て
も
未
だ
終
息
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
感
染
者
の

み
な
ら
ず
、
そ
の
家
族
、
濃
厚

接
触
者
や
医
療
従
事
者
な
ど
に

対
す
る
偏
見
、
誹
謗
中
傷
、
不

当
な
差
別
ま
た
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
（
本
条
例
で
は
人

権
侵
害
行
為
と
い
い
ま
す
。
）

な
ど
の
行
為
が
大
き
な
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
自
治
体
の
中
に
は
そ

の
よ
う
な
行
為
に
対
応
す
べ
く

条
例
を
制
定
し
、
住
民
の
人
権

を
守
ろ
う
と
す
る
取
り
組
み
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
県
内
で
も

昨
年
か
ら
藤
岡
市
、
安
中
市
、

邑
楽
町
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
或
い
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
を
含
む
感
染
症
に
よ
る
人
権

侵
害
に
対
応
し
た
条
例
が
制
定

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

板
倉
町
議
会
に
お
き
ま
し
て

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
含

む
感
染
症
に
よ
る
人
権
侵
害
行

為
に
対
応
す
る
た
め
「
板
倉
町

感
染
症
患
者
等
の
人
権
の
擁
護

に
関
す
る
条
例
」
を
本
議
会
に

上
程
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

本
条
例
に
よ
り
、
町
、
議
会
、

町
民
及
び
事
業
者
が
相
互
に
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
町
民
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
社
会

の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
す
。

板
倉
町
が
目
指
す
安
全
安
心
な

町
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

※
本
条
例
全
文
は
６
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
板
倉
町
議
会
会
議
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い

て

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
の
標

準
町
村
議
会
会
議
規
則
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
こ
れ
を
準
用
す

る
板
倉
町
議
会
会
議
規
則
に
つ

い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。
改
正
内
容
は
、
議
会
へ

の
欠
席
事
由
に
、「
出
産
」
、「
育

児
」
、「
介
護
」
等
を
追
加
す
る

こ
と
、
ま
た
、
議
会
へ
の
請
願

手
続
き
に
お
い
て
、
請
願
者
に

対
し
一
律
に
求
め
て
い
る
押
印

の
義
務
付
け
を
、
署
名
又
は
記

名
押
印
に
改
め
る
も
の
で
す
。

動　
　
　
　
　

議

◆
地
方
自
治
法
第
１
０
３
条

第
２
項
の
遵
守
に
つ
い
て

　

小
林
武
雄
議
員
か
ら
「
地
方

自
治
法
第
１
０
３
条
第
２
項
の

遵
守
に
つ
い
て
」
の
動
議
が
発

議
さ
れ
、
他
の
議
員
の
賛
成
に

よ
り
動
議
が
成
立
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
を
議
題
と
し
、

直
ち
に
議
事
日
程
に
追
加
す
る

こ
と
に
異
議
が
出
さ
れ
、
採
決

の
結
果
、
賛
否
同
数
と
な
り
議

長
採
決
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
動
議
に
つ
き
ま
し

て
は
、
23
日
の
定
例
会
休
憩
中

に
議
会
運
営
委
員
会
を
開
催
し
、

９
月
定
例
会
で
議
事
日
程
に
追

加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

動議を議題とし直ちに議事日程に追加することへの賛否

小
野
田
富
康

亀

井

伝

吉

森

田

義

昭

本

間　

清

小

林

武

雄

針
ケ
谷
稔
也

荒

井

英

世

延

山

宗

一

黒

野

一

郎

青

木

秀

夫

市

川

初

江

今

村

好

市

審

議

結

果

○ × ○ × ○ × × ○ × 欠 ○ 決 否決
賛成＝○　反対＝×　欠＝欠席　決＝議長が採決しました

参考：地方自治法第103条第２項（抜粋）

議長及び副議長の任期は、議員の任期による。

町道３５３０号線

旧北小学校の防災倉庫（イメージ）

６月定例議会本会議・議案審議
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（令和３年６月２４日板倉町条例第１５号）

（目　的）

第１条　この条例は、新型コロナウイルス感染症（感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法

律（平成１０年法律第１１４号。以下「感染症法」という。）第６条第７項第３号に掲げる新型コロナウ

イルス感染症をいう。）をはじめとする住民生活又は社会生活に重大な影響を及ぼす感染症について、町、

議会、町民及び事業者の責務を定めることにより、相互に連携を図りながら感染症を原因とする人権の侵

害を未然に防止し、もって安心して暮らすことができる地域社会の実現を目指すことを目的とする。

（定　義）

第２条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。

⑴　感染症　感染症法第６条第１項に規定する感染症をいう。

⑵　事業者　町の区域内において、事業を行う法人その他の団体（学校等を含む。）又は事業を行う個人を

いう。

⑶　感染症の患者等　次のアからエまでに掲げる者をいい、当該者が所属する事業者、地域等を含む。

ア　感染症の患者、感染症に罹患 ( りかん ) しているおそれがある者、感染症に罹患し治癒した者、感染

症の患者と接触した者及びその家族

イ　医療・福祉従事者等、職務上、感染症に罹患する可能性が高いと考えられる労働環境下での業務に従

事している者及びその家族

ウ　生活物資の輸送又は販売等、職務上、感染症に罹患する可能性が相対的に高いと考えられる労働環境

下で、社会機能の維持に不可欠な業務に従事している者及びその家族

エ　海外から帰国した者、訪日外国人、帰省者及びその家族

（基本理念）

第３条　何人も、感染症の患者等に対して、罹患していること、罹患しているおそれがあること又は罹患し

ていたことを理由として、偏見、誹謗 ( ひぼう ) 中傷、不当な差別又はプライバシーの侵害（以下「人権

侵害行為」という。）をしてはならない。

（町の責務）

第４条　町は、感染症の患者等に対する人権侵害行為をなくすために感染症に関する正しい知識・情報の普

及啓発及び発信に努めるものとする。

２　町は、人権侵害行為による被害を受けた感染症の患者等の相談に応じ、必要な情報の提供、助言等の支

援を行うものとする。

（議会の責務）

第５条　議会は、感染症の患者等のおかれている状況に鑑み、町と連携して、この条例の目的を達成するた

めの施策を積極的に推進するものとする。

（町民の責務）

第６条　町民は、町、県及び国等が発信する情報をもとに感染症に関する正しい知識を持ち、感染症の患者

等に対し、人権侵害行為を行わないようにしなければならない。

（事業者の責務）

第７条　事業者は、町、県及び国等が発信する情報をもとに感染症に関する正しい知識を持ち、事業活動に

当たり感染症の患者等に対し、人権侵害行為を行わないようにしなければならない。

　　　附　則

　この条例は、公布の日から施行する。

板倉町感染症患者等の人権の擁護に関する条例
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
問
題
点
に

つ
い
て

問
：
当
町
に
お
い
て
も
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
始
ま
っ
た
。
第

一
回
目
で
の
問
題
点
が

あ
っ
た
ら
伺
い
た
い
。

答
：
健
康
介
護
課
長　

第
一
回

目
、
初
日
の
流
れ
で
す
が
、

人
の
流
れ
が
滞
る
場
面
が

生
じ
ま
し
た
。
必
ず
し
も

順
調
と
は
い
え
な
い
ス

タ
ー
ト
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
予
定
時
間
内

に
計
画
通
り
、
１
５
０
名

の
接
種
を
無
事
に
事
故
な

く
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

問
題
点
の
改
善
策
に
つ
い
て

問
：
2
日
目
か
ら
改
善
を
し
た

と
聞
い
て
い
る
が
ど
の
よ

う
に
改
善
さ
れ
た
の
か
。

答
：
健
康
介
護
課
長　

2

日
目

か
ら
は
、
番
号
札
に
時
間

を
入
れ
ま
し
た
。
順
番
を

守
っ
て
流
す
よ
う
に
い
た

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
受
付

か
ら
接
種
ま
で
の
時
間
が

ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
お
か
げ
で
当
初
は

１
５
０
名
だ
っ
た
と
こ
ろ

今
で
は
２
４
０
名
位
の
勢

い
で
や
ら
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

余
っ
た
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

問
：
当
日
ド
タ
キ
ャ
ン
等
で

余
っ
た
ワ
ク
チ
ン
は
ど
う

処
理
し
た
の
か
。

答
：
健
康
介
護
課
長　

そ
の
よ

う
な
場
合
も
当
初
よ
り

予
測
し
て
お
り
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
、
当
時

ま
だ
接
種
日
が
決
定
し
て

な
い
方
、
又
、
町
長
、
副

町
長
、
医
療
機
関
の
従
事

者
、
接
種
会
場
の
ス
タ
ッ

フ
、
そ
し
て
役
場
の
職
員

等
、
接
種
者
を
確
保
し
て

お
き
、
ワ
ク
チ
ン
が
破
棄

さ
れ
な
い
よ
う
、
進
め
て

お
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
30

分
の
間
で
来
ら
れ
る
方
と

い
う
条
件
で
す
。

移
動
困
難
者
に
つ
い
て

問
：
一
人
で
来
ら
れ
な
い
方
へ

の
配
慮
は
。

答
：
健
康
介
護
課
長　

場
合
に

よ
っ
て
は
、
巡
回
型
を
医

療
機
関
の
先
生
と
相
談
も

し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
に

は
、
ぜ
ひ
、
配
慮
が
必
要

な
方
に
は
事
前
に
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
、
ス
タ
ッ
フ

が
万
全
を
期
し
て
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

全
町
民
へ
の
接
種
時
期
に
つ

い
て

問
：
全
町
民
の
方
が
接
種
さ
れ

る
の
は
、
い
つ
頃
と
予
定

さ
れ
る
の
か
。

答
：
健
康
介
護
課
長　

な
に
し

ろ
、
ワ
ク
チ
ン
の
流
通
が

不
確
定
で
、
計
画
や
予
約

が
立
た
な
い
、
そ
こ
の

動
向
を
見
な
が
ら
で
す

が
、
当
町
は
今
、
ス
ピ
ー

ド
的
に
は
当
初
１
週
間
に

５
０
０
人
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
２
倍
近
く
の
１
，

０
０
０
人
弱
接
種
で
き
て

い
ま
す
。
で
き
れ
ば
、
土

日
も
含
め
て
秋
口
ま
で
に

は
目
途
が
つ
け
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

緊
急
避
難
場
所
に
つ
い
て

問
：
緊
急
避
難
場
所
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て

答
：
総
務
課
長　

現
地
の
測
量

等
に
入
る
了
解
を
得
て
、

測
量
を
始
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

森田 義昭 議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
と

緊
急
避
難
場
所
に
つ
い
て
問
う

一 般 質 問
議会２日目　６月23日㈬

　令和３年６月22日㈫に開かれました定例会で、針ケ谷稔也議員から本条例制定の議案が議

員全員の賛成署名をもって発議され、全会一致で可決されました。（針ケ谷議員の提案理由は

５ページに掲載しています。）なお、本条例は６月24日に施行されました。（下記全文）

コロナワクチン接種会場の様子（中央公民館）

避難場所整備イメージ（茨城県五霞町）

６月定例議会新制定条例・一般質問
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デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
つ
い
て

問
：
デ
マ
ン
ド
バ
ス
と
は
利
用

者
の
要
望
に
応
え
、
運
行

ル
ー
ト
、
時
間
、
乗
降
場

所
な
ど
に
対
応
さ
せ
る
仕

組
み
の
車
両
の
こ
と
を
言

う
。
少
子
高
齢
化
社
会
に

向
け
、
気
軽
に
利
用
で
き

る
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

形
成
し
、
車
の
運
転
や
家

族
の
送
迎
に
頼
ら
な
い
外

出
支
援
は
、
こ
れ
か
ら
必

要
と
さ
れ
る
の
で
は
。

答
：
総
務
課
長　

デ
マ
ン
ド
バ

ス
は
公
共
交
通
空
白
地
域
、

人
口
の
少
な
い
地
域
で
は

通
勤
、
通
学
の
需
要
を
考

慮
し
な
い
場
合
は
有
効
な

交
通
手
段
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
短
所
も
あ
る
。
実

現
化
に
は
誰
の
た
め
に
ど

の
よ
う
な
移
動
需
要
が
あ

る
か
、
把
握
し
た
上
で
財

政
的
な
制
約
が
あ
る
中
、

デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
万
能
で

は
な
い
一
面
も
あ
り
、
十

分
な
検
討
が
必
要
で
あ

る
。

課
題
と
解
決
策
は

問
：
実
現
化
に
向
け
た
課
題
と

解
決
策
は
。

答
：
総
務
課
長　

隣
の
明
和
町

で
令
和
２
年
４
月
か
ら
３

年
間
の
試
験
運
行
を
実

施
、
そ
の
後
継
続
す
る
か

決
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
公
表
さ
れ
て
い
る

内
容
で
は
利
用
者
が
少
な

い
と
感
じ
る
。
板
倉
町
で

同
様
な
内
容
を
実
施
し
た

場
合
の
見
積
り
が
年
間

約
２
，
０
０
０
万
円
か
か

る
。
こ
れ
は
館
林
板
倉
線

の
年
間
経
費
負
担
が
１
，

５
０
０
万
円
な
の
で
、
そ

れ
よ
り
も
か
な
り
大
き
く

な
る
。
明
和
町
の
状
況
を

参
考
に
し
検
討
す
る
こ
と

に
な
る
。

施
設
の
利
活
用
に
つ
い
て

問
：
北
小
、
南
小
学
校
、
資
源

化
セ
ン
タ
ー
の
利
活
用
に

つ
い
て
方
向
付
け
で
き
た

も
の
は
あ
る
の
か
。

答
：
企
画
財
政
課
長　

北
小
、

南
小
学
校
に
つ
い
て
は
両

施
設
と
も
避
難
施
設
と
し

て
の
利
用
確
保
を
最
優
先

に
考
慮
す
べ
き
と
考
え
て

い
る
。
北
小
は
校
舎
全
部

を
、
南
小
は
水
害
時
３
階

を
避
難
所
と
し
、
１
、
２

階
部
分
に
つ
い
て
は
町
民

ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
踏
ま
え

検
討
し
て
い
く
。
資
源
化

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
ス

ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
の
再

利
用
の
意
見
が
多
く
あ
る

が
、
３
億
か
ら
４
億
円
の

改
修
費
用
が
か
か
る
。
慎

重
な
検
討
が
必
要
で
あ

る
。

問
：
板
倉
議
会
だ
よ
り
の
み
ん

な
の
声
に
板
倉
中
学
校
生

徒
さ
ん
が
、
利
活
用
と
し

て
子
供
達
と
高
齢
者
が
共

に
触
れ
合
い
、
交
流
で
き

る
場
所
を
つ
く
っ
て
ほ
し

い
と
の
提
案
が
あ
っ
た
が

ど
の
よ
う
に
思
う
か
。

答
：
町
長　

そ
れ
を
ど
う
い
う

ふ
う
に
今
後
取
り
入
れ
て

い
く
か
は
財
政
面
も
含
め
、

い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
考
え

貴
重
な
意
見
と
し
て
受
け

止
め
て
い
る
。
空
き
教
室

の
利
活
用
は
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
活
動
の
要
望
が
基
本

的
に
な
い
。
新
し
い
手
段

の
活
動
に
対
し
時
期
が
今

一
つ
適
当
で
な
い
と
思
う
。

現
実
的
な
使
い
道
と
し
て

北
小
は
１
階
か
ら
３
階
ま

で
避
難
所
と
し
、
町
外
へ

の
広
域
避
難
か
ら
自
主
広

域
避
難
所
を
造
る
べ
く
現

在
手
が
け
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

本間　清 議員

外
出
支
援
と
し
て
の

デ
マ
ン
ド
バ
ス
導
入
の
検
討
を

一 般 質 問
議会２日目　６月23日㈬

農
業
振
興
に
つ
い
て

問
：
農
地
に
つ
い
て
、
新
規
就

農
、
規
模
拡
大
、
相
続
後

の
利
活
用
で
は
中
間
管
理

機
構
の
利
用
が
有
効
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
受
付
、

契
約
の
方
法
と
利
用
状
況

は
。

答
：
産
業
振
興
課
長　

現
実
的

に
は
、
役
場
、
Ｊ
Ａ
邑
楽

館
林
、
邑
楽
土
地
改
良
区

で
相
談
、
受
付
契
約
の
手

続
き
を
行
っ
て
い
る
。
利

用
状
況
は
、
平
成
27

年

度
か
ら
の
取
り
組
み
で
、

２
０
９
．
３
ｈ
ａ
（
耕
作

面
積
の
約
９
．
７
％
。
田

ん
ぼ
１
７
０
ｈ
ａ
、
畑
39

ｈ
ａ
）
貸
し
手
８
４
０
に

対
し
借
り
手
２
４
３
で
あ

り
集
約
が
図
ら
れ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

問
：
借
地
に
ハ
ウ
ス
な
ど
の
施

設
は
建
設
可
能
な
の
か
。

答
：
産
業
振
興
課
長　

契
約
の

際
、
確
認
が
必
要
で
あ
る
。

契
約
解
除
の
際
は
原
状
回

復
す
る
な
ど
取
り
決
め
が

あ
る
。

問
：
東
洋
大
学
と
の
連
携
事
業

の
実
績
は
。

答
：
産
業
振
興
課
長　

平
成
11

年
か
ら
の
取
り
組
み
で
、

紅
し
ぐ
れ
大
根
、
ニ
ン
ジ

ン
の
ア
ロ
マ
レ
ッ
ド
な
ど

の
実
績
が
あ
る
。

問
：
東
洋
大
学
の
撤
退
が
決
定

し
て
い
る
が
、
本
事
業
の

継
続
は
。

答
：
産
業
振
興
課
長　

昨
年
度

末
、
大
学
側
か
ら
打
ち
切

り
の
連
絡
が
あ
っ
た
。

問
：
ス
マ
ー
ト
農
業
に
対
す
る

町
の
方
針
は
。

答
：
産
業
振
興
課
長　

担
い
手

の
減
少
・
高
齢
化
の
進
行

に
対
し
、
省
力
化
・
従
事

者
の
負
担
軽
減
の
面
か
ら

必
要
と
考
え
る
。
町
と
し

て
の
実
績
は
ま
だ
無
い
が
、

情
報
収
集
と
調
査
研
究
の

必
要
性
は
感
じ
て
い
る
。

県
や
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
な
が

ら
、
意
欲
の
あ
る
農
家
を

支
援
で
き
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て

問
：
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
接

種
対
象
者
の
数
と
接
種
率

は
。

答
：
健
康
介
護
課
長　

対
象
者

の
数
は
４
，
９
５
０
名
。

予
約
者
数
は
４
，
２
４
０

名
で
接
種
率
は
85

・
６
％

で
あ
る
。

問
：
接
種
時
の
副
反
応
に
つ
い

て
、
実
情
は
。

答
：
健
康
介
護
課
長　

重
度
の

副
反
応
報
告
や
相
談
は
無

い
。
薬
剤
師
会
の
協
力
で

相
談
ブ
ー
ス
を
設
け
、
接

種
後
安
心
で
き
る
よ
う
改

善
を
図
っ
て
い
る
。

問
：
今
後
、
接
種
証
明
の
提
示

を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
推

察
さ
れ
る
が
、
証
明
書
は

発
行
さ
れ
る
の
か
。

答
：
健
康
介
護
課
長　

予
防
接

種
名
、
接
種
日
、
ワ
ク
チ

ン
の
ロ
ッ
ト
ナ
ン
バ
ー
、

そ
し
て
接
種
会
場
を
記
録

し
た
接
種
済
証
を
渡
し
て

い
る
。
国
か
ら
の
接
種
証

明
（
海
外
渡
航
）
に
つ
い

て
は
、
説
明
会
等
を
へ
て

順
次
準
備
を
進
め
て
い

く
。

問
：
一
般
（
16
歳
～
64
歳
）
の

接
種
率
を
上
げ
る
に
は
、

休
日
・
夜
間
の
対
応
も
必

要
と
考
え
る
が
、
町
の
考

え
は
。

答
：
健
康
介
護
課
長　

受
け
や

す
い
環
境
づ
く
り
は
重
要

と
考
え
る
。
郡
内
の
市

町
、
医
師
会
と
協
議
・
検

討
中
。

問
：
接
種
率
を
上
げ
、
集
団
免

疫
を
獲
得
し
た
後
は
、
抗

体
検
査
の
重
要
度
が
増
す

と
考
え
る
が
、
町
の
考
え

は
。

答
：
町
長　

重
要
な
提
言
だ
と

思
う
。
何
ら
か
の
対
応
を

考
え
て
い
く
。

針ケ谷 稔也 議員

農
地
を
維
持
活
用
す
る
方
法
は

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
を
上
げ

　
　
　
　
集
団
免
疫
を
獲
得
し
よ
う

一 般 質 問
議会２日目　６月23日㈬

運行が始まった町コミュニティバス

自動直進する田植え機

避難スペースの拡大に向けた物品譲渡ワクチン接種の様子

６月定例議会一般質問
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議 会 日 誌

６月

２日 臨時会

８日 全員協議会（議員のみ）

11日 臨時会

15日 議会運営委員会

16日 利根川新橋建設推進協議会監査

22日 ６月定例会（初日）

本会議／常任委員会

23日 ６月定例会（最終日）

一般質問／本会議

議会運営委員会／議員のみ協議会／

議会広報特別委員会

７月

７日 水防協議会／館林地区消防組合議会

第１回臨時会

９日 群馬東部水道事業団７月臨時会

12日 原水爆禁止国民平和大行進

15日 南小保管書籍検討会議

常任委員会／議会広報特別委員会

16日 農業近代化資金審査委員会

21日 全員協議会／議員のみ協議会

延

会

動

議

●
５
月
26
日

　

今
村
好
市
議
員
か
ら
延
会
の

動
議
が
発
議
さ
れ
、
他
の
議
員

の
賛
成
に
よ
り
動
議
が
成
立
し
、

日
程
に
追
加
し
ま
し
た
。

　
　

今
村
議
員

提
案
者

【
提
案
理
由
要
旨
】

　

５
月
７
日
の
臨
時
議
会
に
お

い
て
板
倉
町
議
会
先
例
集
の
遵

守
に
つ
い
て
、
賛
成
多
数
で
動

議
が
可
決
さ
れ
て
い
る
。
延
山

議
長
か
ら
先
例
集
も
し
く
は
板

倉
町
議
会
議
員
申
合
せ
事
項

は
、
地
方
自
治
法
に
反
し
て
い

る
と
い
う
話
が
あ
っ
た
が
、
恐

ら
く
全
国
自
治
体
の
６
割
か
ら

７
割
、
群
馬
県
の
市
町
村
も
し

く
は
県
議
会
に
お
い
て
も
、
慣

例
に
よ
っ
て
１
年
も
し
く
は
２

年
交
代
で
議
会
運
営
が
ス
ム
ー

ズ
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
必

ず
し
も
自
治
法
に
反
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
な
い
。
板
倉
町

に
お
い
て
も
、
先
例
集
に
基
づ

い
て
一
部
事
務
組
合
議
員
と
監

査
委
員
は
２
年
で
辞
職
願
が
出

て
い
る
。
こ
れ
は
全
て
法
に
違

反
す
る
と
い
う
理
解
で
よ
ろ
し

い
の
か
。
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た

議
会
の
議
決
に
つ
い
て
は
、
法

的
な
根
拠
は
な
い
と
い
う
こ
と

な
の
だ
ろ
う
が
、
そ
の
辺
に
つ

い
て
の
議
長
の
見
解
が
よ
く
分

か
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
議

会
が
た
だ
今
混
乱
状
況
に
あ
る

の
で
、
こ
の
ま
ま
常
任
委
員
会

も
し
く
は
一
部
事
務
組
合
議
員

の
選
出
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

法
に
触
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ

る
の
で
、
こ
れ
以
降
の
議
事
に

つ
い
て
は
延
期
を
提
案
す
る
も

の
で
あ
る
。

●
６
月
２
日

　

針
ケ
谷
稔
也
議
員
か
ら
延
会

の
動
議
が
発
議
さ
れ
、
他
の
議

員
の
賛
成
に
よ
り
動
議
が
成
立

し
、
日
程
に
追
加
し
ま
し
た
。

　
　

針
ケ
谷
議
員

提
案
者

【
提
案
理
由
要
旨
】

　

今
ま
で
の
議
長
の
発
言
の
中

で
、
町
議
会
で
取
り
決
め
た
先

例
集
並
び
に
申
合
せ
事
項
に
つ

い
て
は
、
不
備
な
点
が
見
受
け

ら
れ
る
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
本
日
臨
時
会
を
開
会
し

て
か
ら
１
時
間
半
ほ
ど
議
論
を

し
た
が
、
時
間
を
置
い
て
再
検

討
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
あ
り
、

私
も
そ
れ
が
妥
当
で
あ
る
と
思

う
。
本
日
は
申
合
せ
事
項
に

沿
っ
て
議
会
構
成
を
進
め
る
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
果
た
し

て
そ
の
方
法
で
い
い
の
か
ど
う

か
、
再
度
議
論
す
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
と
思
い
、
本
日
の
延

会
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

承

認

議

案

●
６
月
11
日

　

こ
の
日
の
臨
時
会
で
は
、
補

正
予
算
に
係
る
承
認
議
案
３
件

が
緊
急
を
要
す
る
議
案
と
し
て

議
事
日
程
に
追
加
、
審
議
さ

れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

◆
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ

い
て
（
令
和
３
年
度
板
倉
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
）

　

本
補
正
予
算
は
、
今
年
度
第

３
回
目
の
補
正
予
算
で
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
４
，
９
５
７
万
２
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
、
56
億
３
，
２
８
６

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。
今
回

の
補
正
及
び
専
決
処
分
の
理
由

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
か
か
る
事
業
に
関
し
、

群
馬
県
で
は
、
５
月
４
日
に
警

戒
度
を
３
か
ら
４
に
引
き
上
げ

た
こ
と
か
ら
、
町
と
し
て
も
速

や
か
に
予
防
啓
発
等
の
事
業
を

行
う
た
め
予
算
化
し
、
専
決
処

分
と
し
て
対
応
し
た
も
の
で

す
。

今
村
議
員

問
　

避
難
所
感
染
予
防
対
策
事
業

に
つ
い
て
、
避
難
場
所
の
旧

北
、
南
小
学
校
の
整
備
工
事
に

２
千
万
円
が
追
加
に
な
っ
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
整
備
を
す

る
の
か
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
啓
発
看
板

設
置
事
業
に
つ
い
て
、
看
板
の

設
置
場
所
は
正
式
に
決
ま
っ
た

の
か
。
も
し
設
置
場
所
が
明
確

に
分
か
る
な
ら
ば
、
ご
提
示
い

た
だ
き
た
い
。

峯
崎
企
画
財
政
課
長

答
　

各
旧
小
学
校
の
整
備
の
内
容

は
、
現
在
３
階
等
の
理
科
実
験

室
や
家
庭
科
室
な
ど
に
、
据
付

け
の
テ
ー
ブ
ル
、
水
道
、
机
な

ど
が
残
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

れ
ら
を
撤
去
し
ま
し
て
、
避
難

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
で
き
る

よ
う
に
工
事
を
行
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
併
せ
て
旧
北
小
学
校
は
、

車
や
人
の
出
入
り
が
し
や
す
い

よ
う
に
門
扉
の
撤
去
等
を
行
う

予
定
で
す
。

　

ま
た
、
看
板
の
設
置
場
所
で

す
が
、
県
道
館
林
藤
岡
線
の
北

小
学
校
付
近
、
県
道
板
倉
籾
谷

館
林
線
の
富
士
食
品
そ
ば
の
コ

ン
ビ
ニ
付
近
、
国
道
３
５
４
号

議　　　　案　　　　名

賛成：○　反対×

議長（－）は賛否同数の場合に採決し

ます。

小

野

田

富

康

亀

井

伝

吉

森

田

義

昭

本

間　

清

小

林

武

雄

針

ケ

谷

稔

也

荒

井

英

世

今

村

好

市

黒

野

一

郎

青

木

秀

夫

市

川

初

江

延

山

宗

一

審

議

結

果

延会動議の賛否（５月26日） × ○ × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ － 可決

延会動議の賛否（６月２日） × ○ × ○ × ○ × ○ ○ ○ × － 可決

線
の
水
郷
公
園
入
口
の
交
差
点

付
近
、
県
道
麦
倉
川
俣
停
車
場

線
の
小
林
自
動
車
さ
ん
付
近
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
板

倉
東
洋
大
前
駅
に
は
東
京
へ
の

通
勤
者
に
対
し
て
の
啓
発
を
行

う
内
容
の
懸
垂
幕
を
設
置
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ

い
て
（
令
和
３
年
度
板
倉
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）
）

　

本
補
正
予
算
は
、
今
年
度
第

４
回
目
の
補
正
予
算
で
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
２
，
４
３
１
万
６
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
56
億
５
，
７
１
７
万

６
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

針
ケ
谷
議
員

問
　

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
地

域
活
性
化
事
業
の
い
た
く
ら
ん

の
ぬ
い
ぐ
る
み
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

作
成
業
務
委
託
41
万
６
千
円
に

つ
い
て
は
、
い
く
つ
作
成
を
し

て
、
ど
の
よ
う
な
活
用
を
考
え

て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

伊
藤
産
業
振
興
課
長

答
　

本
事
業
は
、
群
馬
県
町
村
会

の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
作
成

事
業
に
よ
る
30
万
円
の
負
担
と

町
の
支
出
の
41
万
６
千
円
を
合

わ
せ
て
、
71
万
６
千
円
の
事
業

費
と
な
り
ま
す
。
購
入
す
る

数
で
す
が
、
１
体
当
た
り
約

７
１
５
円
で
、
千
体
を
購
入
す

る
予
定
で
す
。

　

活
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町

の
事
業
の
参
加
賞
等
々
で
年
間

約
４
０
０
体
は
頒
布
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
部

販
売
も
商
工
会
と
現
在
協
議
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ

い
て
（
令
和
３
年
度
板
倉
町

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
）

　

本
補
正
予
算
は
、
今
年
度
第

１
回
目
の
補
正
予
算
で
、
歳
入

歳
出
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
６
５
９
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

13
億
４
，
９
４
１
万
４
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

令和３年第２回板倉町議会臨時会
　令和３年５月７日㈮に開かれ、延会となった令和３年第２回板倉町議会臨時会は、５月26

日㈬、６月２日㈬のいずれも「議会構成の議事日程を延期し延会する動議」が出され、これが

可決されたため、延会になりました。（※各議員の賛否の状況は下段表のとおり）６月11日㈮は、

町長から承認議案３件が提出され、いずれも全会一致で可決され、その後新たな議会構成が決

まり、閉会しました。

他市町のぬいぐるみキーホルダー

水郷公園付近の看板設置予定地

臨時議会・議会日誌 第２回臨時議会
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私
は、板倉町が大好きです。毎日豊かな自

然の中で生活することができます。そして、

雷電神社などの文化遺産やラムサール条約に登

録されている渡良瀬遊水地があります。また、

二つの川に囲まれ、「群馬の米どころ」としても

有名です。そんな板倉町をもっとよりよくする

ために、二つのことを町政に提案します。一つ

目は、板倉町の魅力を PR するイベントを行う

ことです。コロナの影響でいろいろなイベント

が中止になってしまいました。このコロナ禍で

も板倉町の魅力を伝えられる工夫を考えてもら

いたいと思います。二つ目は、一昨年廃校となっ

た南小学校と北小学校に新たな商業施設を造る

ことです。そうすることで、町全体も活性化し、

人口なども増えるのではないかと思います。私

の大好きな板倉町が、より発展し、より過ごし

やすい町になることを心から願っています。

い
つの世も大変な時はあったはず。しかし、

それを乗り越えての今があるものだとも

思います。まさに今、新型コロナウイルスは我々

に与えられた最大の試練と受け止め、その終息

のため一人ひとりの日々の努力が大切かと考え

ます。感染防止のワクチン接種も、町当局の企

画のもとスムーズに進められているとの多く声

を耳にし、一町民としてありがたく感じていま

す。しかしながら東京を中心とした首都圏の一

都三県では、依然として感染拡大が深刻で、近県

への広がりが懸念されるところです。栃木・埼

玉・茨城の三県と接する板倉町は、人の流れも

多様で感染拡大が心配されます。今後もコロナ

ウイルス終息に向け、見えない敵と正面から向

き合い、本町の最重要課題として、しっかりと実

態を見すえて、決して対応の遅れのないよう、そ

の徹底にさらなる努力を心から願っています。

小暮珠
たま

貴
き

さん

（板倉中学校３年）

小島匡
ただ

史
し

さん

（大字細谷）

　

昨
春
、
家
の
二
階
に
ツ
バ
メ
が
巣
を
か
け
て
ひ
な
が
誕
生
し

た
が
、
成
長
し
た
子
の
ま
わ
り
を
円
を
描
く
よ
う
に
、
親
鳥
が

く
り
返
し
旋
回
し
て
い
た
が
、
翌
日
に
は
大
空
へ
と
飛
び
立
っ

た
の
に
は
驚
き
！
長
い
翼
と
二
叉
に
分
か
れ
た
尾
を
も
ち
大
空

を
翔
け
る
飛
鳥
は
、
去
年
コ
ロ
ナ
禍
の
最
前
線
で
奮
闘
す
る
医

療
従
事
者
に
感
謝
、
激
励
す
る
た
め
東
京
上
空
に
飛
来
し
た
、

航
空
自
衛
隊
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
飛
行
チ
ー
ム
、
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル

ス
を
彷
彿
さ
せ
る
。
そ
の
二
つ
の
飛
翔
は
美
し
く
端
整
だ
。
（
こ

こ
か
ら
は
日
本
昔
話
ふ
う
に
）
と
こ
ろ
で
婆
さ
ん
や
、
つ
る
の

恩
返
し
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
ツ
バ
メ
達
世
話
に
な
っ
た
と
、

巣
の
中
に
金
の
た
ま
ご
で
も
置
い
て
い
か
な
か
っ
た
か
い
？
え

え
置
い
て
あ
り
ま
し
た
よ
爺
さ
ん
や
。
鳥
の
フ
ン
返
し
が
。
爺

さ
ん
、
ふ
～
ん
!?

（
議
会
広
報
特
別
委
員　

本
間　

清 

記
）

　議会の本会議は公開制となっています。会議当日、受

付票に記入していただくだけで、どなたでも自由に傍聴

することができます。

◆９月議会定例会（予定）

　会　期　９月７日㈫～９月16日㈭

　議　事　⑴条例改正などの議案審議・採決

　　　　　⑵一般質問

　　　　　⑶決算認定議案審議・採決

　※会期等が変更となる場合もあります。

　※ 詳しい日程等については、後日議会のホームページ

でお知らせします。

お問い合わせ先

議会事務局　TEL.82－1111（内線701）

　　　　　　TEL.82－6154（直通）

『傍聴して町政を知る』
だれでも簡単にできます  議 会 傍 聴

板倉町をよりよく

するために

PRイベントと旧小学校

の活用で町の活性化を

新型コロナ感染防止

に最大の努力を！

基本は、

町民一人ひとりの自覚
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